
青木村子どもはつらつネットワーク通信 

平成３０年度 第１６０号 １月１日 

青木村子どもはつらつネットワーク事務局発行 

 

 

子育てフォーラム青木２０１８ 
 

家族・地域・学校との「つながり」を改めて実感した 

 「子育てフォーラム 201８ in あおき」 

 

保小中一貫教育委員会事務局 北垣内 博（青木小学校教頭）  

保小中一貫教育１３年間の取り組みが、一昨年度、「地域学校協働活動推進に係る文部

科学大臣表彰」という形で全国的にも認められました。今年度は、過去の積み重ねに留ま

らず、節目となる１５年目につながる取り組みにしていかなくてはならないと考え、１４

年目の活動を推進して参りました。その中で、保護者や地域の皆様とともに「村の子ども」

を支える活動のあり方や今後の方向性について考える機会となったことが、何よりの成果

と考えております。 

１２月１日（土）には「自尊感情の育成」をキーワードに『子育てフォーラム201８

inあおき』を開催し、村内外より１３０名の皆さんにご参加いただきました。当日は講演

会や分科会（保小連携委員会、小中連携委員会、特別支援教育委員会）、活動報告（５か

条委員会、子育て委員会）を行いました。多くの皆様と子育てについて意見を交換する場

となり、家族・地域・学校との「つながり」を改めて実感するよい機会となりました。 

以下、当日の様子について、お知らせします。 

 

１ 開会行事について 

自尊感情の育成に向けた５か条委員会の取り組みを 

全体会で発表していただきました。『あおきっ子教育 

ポイント５か条（第４条）』に焦点を当て、各ご家庭 

での「お手伝いの様子」について保育園、小・中学校で 

アンケート調査を実施し、結果を考察して今後の子育 

て（子どもとのかかわり）や取り組みについて提案し 

ていただきました。 

 

２ 講演会について 

NPO法人 侍学園スクオーラ・今人
いまじん

理事長 長岡秀貴さんをお招きし、｢幸せに生きる 

 

 



ために必要なこと～子育ての時間は限られている～｣と題して、ご講演をいただきました。 

今まで出会った方々とのリアルな世界で、本気で人とかかわり、常に変化を求めてこら

れた実践を語ってくださいました。私たちの子育てにつながる多くのヒントをいただくこ

とができました。多くの皆さんの心にも深く残っていることでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ アトラクション・その他の企画について 

アトラクションでは、今年度も小学校の金管バンドと中学２年生の皆さんが素敵なハー

モニーを発表してくれました。フォーラムの主役である子どもたちからたくさんの感動を

もらいました。私たちの取り組みが報われたようです。休日に参加してくれた小中学生の

皆さん、ありがとうございました。 

更に、多くの皆様にご参加いただけるよう 

保育園の先生方がフォーラムに参加されてい 

る皆様のお子さんをお預かりしたり、大学生 

の皆さんが総合体育館で小中学生を対象とし 

たミニスポーツ大会を企画したりしてくださ 

いました。 

 

４ 分科会について 

今年度も以下のようにテーマを設定し、３つの分科会（保小連携委員会、小中連携委員

会、特別支援教育委員会）を開催しました。限られた時間ではありましたが、多くの方々

の思いやご意見をお聞きする機会となりました。 

 

 

こんな時、どうしたらいいですか？ 

～先輩ママさん、助けてください！～ 

 

 

 

 

 

 

親として何が大切なのかを気づかされました。

当たり前と大人（親）が思っているだけで、それ

は違っていることもあるということ、周りと同じ

じゃないと不安なのは子どもではなく、親なのか

もしれません。子どもを理由に自分（親）の不安

から逃げてしまっているところもあるかもと、自

分自身感じました。        （保護者） 

 

全体的には少人数でしたが、参加した皆さんはとて 

も積極的に意見を（付箋に書く）出し合っていました。

いつもは拾えない生の意見が出てきたのではないでし

ょうか。              （地域の方） 

 

 

 

 

第１分科会 



｢英語でつながる小中学生｣ 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～青木村の教育相談を上手に利用し、安心して子育てしよう～  

 

 

 

 

 

 

 

今後も子どもの姿で、私たちの取り組みを検証し、「ふるさと青木村を愛する子ども」を

育てていきたいと考えております。保護者、地域の皆様のご支援をよろしくお願いいたし

ます。 

 

５か条委員会発表 

～親子いっしょにお手伝い～ 

＜保小中一貫教育５か条委員会＞ 

今年度、５か条委員会は、青木村の教育目標「心豊かでたくましい子どもの育成“社会

力（生きる力）を育てる”」を受けて、第４条の中の「親子いっしょにお手伝い」にスポッ

トを当てて活動をしてきました。具体的には、夏休みに各ご家庭で「親子いっしょにお手

伝い」の実践をお願いし、その中で「ありがとう」「うれしいよ」などの声をかけ合うこと

を提案いたしました。 

そこで、その取り組みから、各ご家庭にご協力いただいたことで分かってきたことを「子

育てフォーラム青木」の開会行事の中で発表をいたしました。 

…小学生から楽しみながら学習することは子ど

もたちにとって、とても素晴らしいことだと思う

し、その後の英語学習にもプラスになると思いま

した。授業を体験できたのは、子どもの今を知る

ことができて、私にとってもすごくプラスになり

ました。            （保護者） 

 

 

 

学習支援が中学では中心なんだなぁと思いました。 

メンタルなところも心配があったので、またお話を 

お聴きしに行きたいです。      （保護者） 

第２分科会 

第３分科会 

 

 



以下は、当日の発表内容・パワーポイントの抜粋です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様にご協力をいただき、青木村の保小中の取り組みの様子から、お手伝いを通しての

親子関係の深まりや子どもたちの自立への歩みが着実になされているということが分かり

ました。 

 そして、お手伝いは、子どもたちの「自己有用感」「自尊感情」の高まりにもつながると

いうことも分かってきました。これからも、第４条の中の親子いっしょにお手伝い、そし

て青木村のあおきっ子教育ポイント５か条の実践を通して「心豊かでたくましい子どもの

育成“社会力（生きる力）を育てる”」を大切にしていきたいと思います。 

 

 ※夏休み中の「親子いっしょにお手伝いへの取り組み」やアンケートのご提出等、ご協

力ありがとうございました。 

 

 

 子育て委員会展示発表    

～伝えよう感謝の気持ち～ 

＜保小中一貫教育子育て委員会＞ 

昨年度の反省に、「子どもが成長するにつれ、私たち大人は子どもへの

感謝の気持ちを抱きながらも、それを素直に伝えられない」という意見が

多く寄せられました。感謝の気持ちを伝えることは大切なことですが、な

れ合いになったり恥ずかしかったり忘れられることがよくあるようです。

簡単なようで、実は難しいということがよくわかります。子育て委員会

では、体験談を目にすることで、伝えることのきっかけになればと考え



ました。感謝されることは、子どもの有用感や自尊心を高めることの手助けにもなるはず

です。 

実際にアンケートを実施して驚いた

ことが２つあります。まずは回答率の高

さです。５０％近い回答はこのことに対

する関心の高さの裏付けだと思います。 

2つ目は、回答内容です。年齢により

違いはありますが、生まれてきてくれた

ことへの感謝の気持ちや成長過程につ

いてのものが半数以上を占めていたこ

とです。どの家庭でも、自分の子どもが

一番大切で、その成長を本気で願ってい

るにも関わらずそのことを伝えきれて

いないのです。次いで多かったのが、何気ない日常の出来事に対するもの、涙を誘う内容

でした。 

 

この委員会での活動を通して感じたこと

は、伝えにくいこともありますが、コメン

トの半数以上はただ伝えるきっかけがなか

っただけのような気がしました。実際にコ

メントの中には、「いつか言おうと思ってい

た」とか「あのとき言えなかったけど」と

いうようなものがいくつかありました。伝

えられる側の有用感や自尊心との関係性ま

では問わないまでも、この活動を通して伝

えることのきっかけになったら幸いです。ご協力ありがとうございました。 

  

 

 

 あけましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願い致します。本号と次号

で昨年12 月1日に行われた「子育てフォーラム２０１８」の内容

を特集致します。今回のフォーラムでも、青木小・中学校ＰTAの

皆さんによるおもてなしがあり、リラックスして分科会に参加する

ことが出来ました。2 月号では、ＮＰＯ法人 侍学園スクオーラ・

今人理事長 長岡秀貴先生の講演会の内容と保小連携委員会、小中

連携委員会、特別支援教育委員会の３つの分科会の様子について詳

しくお伝えします。 


